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五
月
二
十
九
日
、
計
根
別
農
協
第

七
二
回
通
常
総
会
が
農
協
２
階
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
総
会

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
か

ら
書
面
議
決
を
基
本
と
し
た
開
催
と
し

た
こ
と
か
ら
、
議
決
権
行
使
書
面
提
出

者
百
五
十
二
名
、
正
組
合
員
本
人
出
席

十
名
、
計
百
六
十
二
名
の
出
席
と
な
り

ま
し
た
。
議
長
に
は
、
養
老
牛
地
区
の

中
村
正
博
さ
ん
が
就
任
し
、
令
和
元
年

度
事
業
報
告
や
令
和
２
年
度
事
業
計
画

な
ど
提
出
し
た
７
議
案
す
べ
て
が
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
決
権
行
使

書
面
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
組
合
員

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

第72回

計
根
別
農
協
通
常
総
会

計
根
別
農
協
通
常
総
会
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本
日
の
総
会
は
、
新
執
行
体
制
と
な
っ
て
初
の
総

会
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
拡
大
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

北
海
道
に
お
い
て
も
未
だ
危
険
な
状
況
に
変
わ
り
が

な
い
こ
と
か
ら
、
書
面
議
決
を
基
本
と
し
た
開
催
に

せ
ざ
る
得
な
か
っ
た
こ
と
を
大
変
心
苦
し
く
思
い
ま

す
。
組
合
員
皆
様
に
は
、
こ
の
点
に
於
い
て
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国
的
に
豪

雨
や
台
風
に
よ
る
風
水
害
が
多
発
し
日
本
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
幸
い

当
地
域
に
於
き
ま
し
て
は
そ
の
被
害
も
な
く
、
一
番

草
で
若
干
刈
遅
れ
が
見
ら
れ
た
も
の
の
二
番
草
・
デ

ン
ト
コ
ー
ン
を
含
め
収
穫
期
の
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

質
・
量
共
に
満
足
の
い
く
粗
飼
料
の
収
穫
が
出
来
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
農
協
の
生
乳
生
産
実
績
を
み
ま
し
て
も
、
九
月

ま
で
は
前
年
比
一
〇
〇
％
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
が
九
月
以
降
は
一
〇
三
～
一
〇
四
％
の
増
産
傾
向

に
転
じ
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
各
戸
の
規
模
拡
大
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
粗
飼
料
品
質
の
効
果
も
大
き
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
当
農
協
の
令
和
元
年

度
生
乳
出
荷
乳
量
と
し
て
過
去
二
番
目
に
多
い
８
８
，

５
１
４
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
皆
様
の
ご
努

力
に
対
し
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
酪
農
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
飲
用
乳
が

㎏
当
た
り
４
円
値
上
げ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
プ
ー
ル

乳
価
で
は
一
〇
〇
円
を
超
え
る
取
引
価
格
と
な
り
、

生
産
に
希
望
の
持
て
る
令
和
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
雌
雄
判
別
精
液
の
利
用
拡
大
等
に
よ
る
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
雌
牛
の
増
頭
効
果
も
あ
り
、
昨
年
度
の
ホ

ク
レ
ン
受
託
乳
量
は
三
九
二
万
ト
ン
と
な
り
、
北
海

道
全
体
で
は
四
〇
九
万
ト
ン
と
過
去
最
高
を
記
録
致

し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
用
途
別
乳
価
は
据
え
置
き
と
な
っ
た
も

の
の
、
集
送
乳
調
整
金
は
５
銭
値
上
げ
で
決
定
さ
れ
、

昨
年
に
引
き
続
き
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
期
待
し
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
本
年
二
月
頃
よ
り
全
世
界
で
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
は
、
日

本
で
も
想
像
以
上
の
感
染
拡
大
を
生
み
、
社
会
環
境

や
経
済
状
況
に
大
き
な
打
撃
と
な
っ
て
い
ま
す
。
酪

農
関
連
に
お
き
ま
し
て
も
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
学

乳
の
停
止
や
業
務
用
バ
タ
ー
、
生
ク
リ
ー
ム
需
要
の

減
少
を
も
た
ら
す
等
、
そ
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ホ
ク
レ
ン
及
び
乳
業
各
社
の
努
力
に
よ
り
、

加
工
向
け
生
乳
比
率
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
脱
脂
粉
乳
で
は
７
万
ト

ン
以
上
の
在
庫
量
と
な
り
、
引
続
き
生
乳
の
増
産
傾

向
に
あ
る
北
海
道
と
し
て
は
今
後
の
消
費
動
向
に
一

層
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
農
協
と
致
し
ま
し
て
も
増
産
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
価
格
の
下
落
を
招
か

な
い
よ
う
、
そ
の
対
策
に
関
係
機
関
と
と
も
に
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

　
つ
づ
き
ま
し
て
農
協
改
革
に
つ
い
て
で
す
。
昨
年

秋
の
懇
談
会
で
も
お
話
い
た
し
ま
し
た
が
、
計
根
別

農
協
が
引
続
き
信
用
・
共
済
事
業
を
行
う
総
合
農
協

と
し
て
継
続
す
る
た
め
、
四
月
一
日
よ
り
内
部
監
査

部
門
に
専
任
職
員
を
配
置
致
し
ま
し
た
。
ま
た
農
協

法
の
改
正
に
よ
り
全
国
中
央
会
は
一
般
社
団
に
、
北

海
道
中
央
会
は
連
合
会
へ
と
法
律
上
の
位
置
づ
け
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
農
協
組
織
と
し
て
、
組
合
員
皆

様
へ
の
対
応
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
し
、
当
農
協
も
開
か
れ
た
組
織
と
な
る
べ
く
、
組

合
員
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の
幅
広
い
声
も
聴
き
、

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
農
協
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
農
協
経
営
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
規
模
拡
大
や
農
協

独
自
の
経
営
支
援
対
策
事
業
の
効
果
が
よ
う
や
く
実

を
結
び
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
生
産
乳
量
の
増

加
、
乳
価
の
値
上
も
あ
り
、
生
乳
を
含
む
販
売
品
取

扱
高
は
１
１
２
億
９
千
６
百
万
円
と
な
り
、
ま
た

生
活
用
品
及
び
燃
料
を
含
め
た
購
買
品
供
給
高
は

51
億
16
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合
員
皆

様
方
が
農
協
へ
結
集
し
て
い
た
だ
い
た
成
果
で
あ
り
、

当
期
剰
余
金
と
し
て
99
百
万
円
、
繰
越
金
及
び
積
立

金
の
一
部
取
崩
を
含
め
た
当
期
未
処
分
剰
余
金
と
し

て
１
憶
25
百
万
円
を
計
上
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
組

合
員
皆
様
の
農
協
利
用
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
で
あ
り
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
剰
余
金
の
処
分
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
感

染
症
拡
大
に
よ
る
今
後
の
情
勢
変
化
等
に
対
応
す
べ

く
、
繰
越
金
及
び
積
立
金
の
増
額
を
計
り
、
組
合
員

皆
様
へ
は
昨
年
同
様
の
事
業
分
量
割
戻
額
と
し
計
画

致
し
ま
し
た
。
先
行
き
不
透
明
な
酪
農
情
勢
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
皆
様
へ
の
急
な
負
担
を
減
ら
す
措
置
と

考
え
て
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
総
会
は
、
こ
の
計
根
別
地
域
や
農
協
、
そ
し
て

皆
様
の
経
営
の
こ
れ
か
ら
を
決
め
る
組
織
と
し
て
の

議
論
の
場
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
日
は
書
面
議
決
を

も
と
に
承
認
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
来
年
の

総
会
は
、
組
合
員
皆
様
と
来
賓
の
方
々
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
例
年
同
様
の
総
会
が
開
催
出
来
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

組 合 長 挨 拶組 合 長 挨 拶
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　５月25日、26日に地区別懇談会が開催されました。
　開催挨拶では、北村組合長より直近の生乳生産状況や新型コロナウイルス蔓延に係る生乳の消
費の及び在庫状況等についてお話がありました。
　議案は、事業報告、事業計画等（通常総会議案をもとに）固定資産の取得（Aコープ改修工事）、
生乳生産フル発揮達成奨励対策について説明がありました。
　質問としては、育成センターの在り方について挙がりました。

※�なお、当懇談会は、新型コロナウイル蔓延防止の観点より、席間隔の確保、換気、消毒の徹底
した中で開催致しました。

地区別懇談会開催！地区別懇談会開催！

　５月25日よりモアン牧場での
放牧を始めました。

モアン牧場
放牧始めました
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各関係団体総会開催！各関係団体総会開催！ 　各関係団体の総会が開催されました！新
型コロナウイルス蔓延防止の観点より、多
くの総会が書面議決にて実施されました。

令和２年４月27日㈪開催（書面議決）
議案第１号……令和元年度　事業報告並びに収支決算の承認について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第２号……令和２年度　事業計画並びに収支予算（案）の設定について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第３号……計根別農協酪農ヘルパー利用組合への賦課金等徴収方法について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。

『計根別農協酪農ヘルパー利用組合　第32回通常総会』

令和２年４月27日㈪開催（書面議決）
議案第１号……2019年度　事業報告並びに収支決算報告について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第２号……令和２年度　事業計画並びに収支予算案について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第３号……令和２年度賦課金・負担金の料金及び徴収方法（案）について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。

『計根別乳牛検定組合　第45回通常総代会』

令和２年４月30日㈭開催（書面議決）
議案第１号……令和元年度　事業報告並びに収支決算報告について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第２号……令和２年度　事業計画並びに収支予算（案）について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第３号……令和２年度　会費・事務手数料の賦課徴収方法について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。

『計根別農協青色申告会　第33回定期総会』

令和２年４月30日㈭開催（書面議決）
議案第１号……令和元年度　事業報告並びに収支決算の承認について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第２号……令和２年度　事業計画並びに収支予算（案）の承認について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第３号……役員改選について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。

『中標津町計根別地区集落　令和２年度通常総会』（多面的機能支払交付金）

令和２年４月30日㈭開催（書面議決）
議案第１号……�令和元年度　事業報告並びに収支決算・耕作放棄地発生防止対策

基金発動状況について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第２号……第５期対策　事業計画（案）について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。
議案第３号……役員改選について
　　　　過半数以上の賛成をもって可決されました。

『中山間計根別地区集落　令和２年度通常総会』（中山間直接支払制度）
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和牛受精卵

性判別精液

酪農課通信

過去４年間の実績推移

過去４年間の実績推移

　畜産、酪農強化対策事業（クラスター事業）をうまく活用してもらうため、過去の実
績をご紹介いたします。

　性判別精液の事業利用による使用本数は年々増加しております。事業を利用し今年度も引き続き判別
精液の利用を推進したいと思います。

　和牛受精卵の事業利用本数は平成31年度で減少しておりますが、助成額は平成30年度と同等に推移
しております。血統の優れた和牛受精卵を用意していますのでご利用ください。

〇儲かる交配戦略

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

事 業 額 16,358,400 17,578,000 22,546,000 22,289,000 

補 助 額 8,179,200 7,792,500 9,853,000 10,129,500 

本　　数 1,920 2,104 2,583 2,708 

単　　価 8,520 8,354 8,388 7,793 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

事 業 額 20,582,400 21,190,000 24,513,000 24,434,000

補 助 額 10,291,200 10,490,000 12,124,000 11,959,500

本　　数 480 421 443 356

単　　価 42,880 45,688 50,887 59,997

・1/2助成
・牛群改良情報６以上
・輸入精液の使用は１頭6,000円まで
・国産精液のみの使用は１頭10,000円まで

・1/2助成
・１頭70,000円（技術料含む）まで
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計根別管内　乳牛頭数（12月、育成農家を除く）

計根別管内　和牛子牛登記頭数（４月～３月）

　性判別精液の利用増加によって、搾乳農家による育成牛の保有頭数は増加しております。

　和牛子牛登記の頭数は受精卵の利用増加に伴って増加傾向にあります。

　畜産、酪農強化対策事業によってホルスタイン雌牛、和牛登記頭数は増加し、生産基盤となる後継牛
確保と個体販売額向上につながる和牛販売の増加につながっています。
　今後は、未経産牛の増加から経産牛頭数の増加につながることを期待できます。また、後継牛を多く
確保できれば牛群の選抜淘汰を進めることができるようになります。搾り辛い牛や、繁殖の悪い牛、乳
房炎になりやすい牛、うるさい牛などありますが、困った牛を我慢して置く必要がなくなります。
　最近では乳検の改良情報の他に、ゲノミック検査によって子牛のうちから遺伝的な能力や繁殖性、耐
病性を把握しておくことが出来ます。より高い遺伝的能力を持った牛を後継牛として選抜することが可
能です。ゲノミック検査に関して詳しくは酪農課まで。
　今後の展望を踏まえた儲かる交配戦略のために畜産、酪農強化対策事業をうまく利用しましょう！

＜酪農課　中條匡晃＞

〇最後に

H26 H27 H28 H29 H30 R１
経　　産　　牛 10,504 10,491 10,290 10,001 9,746 9,856 

未経産牛　12ヶ月以上 3,525 3,550 3,494 3,706 3,660 3,822 
未経産牛　12ヶ月未満 3,208 3,201 3,306 3,301 3,289 3,587 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
370 428 494 473 476

4,000
3,900
3,800
3,700
3,600
3,500
3,400
3,300
3,200
3,100
3,000

11,000
10,800
10,600
10,400
10,200
10,000
9,800
9,600
9,400
9,200
9,000

H26 H28H27 H30H29 H31、R1
未経産牛12ヶ月以上 未経産牛12ヶ月未満 経産牛

300

350

400

450

500

550

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
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健診日：８月６日㈭・８月７日㈮　６時～11時
場　所：ＪＡけねべつ ２階第２･３会議室
　　　　※健診は「ＪＡ北海道厚生連帯広厚生病院」へ委託しています。
申込み：ＪＡけねべつ
　　　　電話78-2111・FAX78-2048（8:30～17:00）　担当：二瓶
★8/6と8/7に都合がつかなかった方は厚生連が実施するほかの会場でも受診可能です。
※計根別農協組合員または口座のある方が対象です。

　町の健康診査は国民健康保険の方を対象としていますが、協会けんぽにご加入の方の場合、条件を満た
せば同じ日程・会場で健康診査を受けることが出来るようになりました。詳細については、計根別農業協
同組合までお問い合わせください。

※�新型コロナウイルス感染症等の影響により、健康診査が中止・変更になる場合がありますが、
ご了承くださいますようお願いいたします。

協会けんぽに加入
されている方へ　

各種健診
の

ご案内

令和２年度

※年齢はすべて令和３年３月31日時点の年齢です。　※健康診査・眼底検査以外の健診は社会保険の方も受診できます。

携帯・スマートフォ
ン の 方 は 右 の Ｑ Ｒ
コードから予約でき
ます。また、町ホーム
ページからも予約で
きます。

●中標津町保健センター

●別海町保健センター

今年度、
健康診査は 無料無料

～なかなか健康なかしべつポイント～
健診や運動で10ポイントためて賞品をGETしよう！
■同時に受けることが出来る検査

健診項目 対　　象　　者　 内　　　　　容 料　　金
特 定 健 診 別海町国保加入者で40歳～健診当

日に74歳の方
身体計測・血液、尿検査・血圧・心電図
・眼底検査 ２，０００円

若 者 健 診 健康保険の種別問わず19～39歳
（Ｓ55.4.1～Ｈ13.3.31生）の方 身体計測・血液、尿検査・血圧・心電図 ２，０００円

胃 が ん 検 診

30歳以上（Ｈ2.3.31以前生）
かく痰検査は肺がん検診を受けた
方で希望する方が対象です。

胃バリウム検査 １，２００円             
（70歳以上600円）

肺 が ん 検 診 胸部エックス線検査 ２００円                
（70歳以上100円）

か く 痰 検 査 痰を専用容器にとって検査 ６００円                
（70歳以上300円）

大 腸 が ん 検 診 便を専用容器に２日分とって検査 ５００円                 
（70歳以上250円）

肝炎ウイルス検査 40歳以上で過去に肝炎検査を受け
たことがない方 血液検査 B型１８０円

C型３８０円
エキノコックス検査 過去５年間検査していない方 血液検査 ０円

前立腺がん検診 男性 血液検査 ２，７５０円

骨 粗 鬆 症 検 診 性別問わず希望する方 骨密度検査 １，５４０円

健
康
診
査

対　　　　　象 内　　　　　容

18歳以上
（令和３年３月31日時点） の
中標津町国民健康保険・ 後期
高齢者医療保険にご加入の方

問診・医師の診察・身体計測・血圧測定・
血液検査・心電図検査・尿検査

※�健診日に中標津町国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入していない方は
健康診査を受診できません。

対　　　象　　　 内　　　容 料　　　　　金
胃 が ん 検 診 40歳以上

【※ピロリ菌検査は胃がん検診と
一緒にご予約ください。（ピロリ
菌検査を受けたことのない方、
除菌歴のない方が対象です。）】

バリウム検査 40～69歳 1,900円／70歳以上 1,300円
ピ ロ リ 菌 検 査 血液検査 2,200円
肺 が ん 検 診 胸部レントゲン撮影 40～69歳 500円／70歳以上 300円
大 腸 が ん 検 診 便潜血検査 40～69歳 500円／70歳以上 300円

前立腺がん検診
50歳以上の男性

〔※前立腺がん検診のみ
の受診はできません。〕

血液検査

2,750円

肝炎ウイルス検診
41歳以上

〔※過去にこの検診を１度
も受けたことのない方 〕 1,000円

エキノコックス症検診 19歳以上 無料〔※５年に１度の検診
をおすすめします。〕

眼 底 検 査 18歳以上
〔※健康診査を受ける方のみ〕 眼底写真撮影 638円

骨粗しょう症検診 20歳以上 骨密度測定
中標津町国民健康保険の方
後期高齢者医療保険の方　　無料
　　　　　　　　　　　20～69歳 500円その他の健康保険の方　70～74歳 300円

風 疹 抗 体 検 査
S41年4月2日生まれ～

S54年4月1日生まれの男性
〔※風疹抗体検査のみ

の受診はできません〕
血液検査 無料

〔クーポン券の利用となります。〕

40歳以上
に

変更となり
ました

締切：７月８日㈬まで

締切：６月26日㈮まで
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家畜飼養者の皆さんへ家畜飼養者の皆さんへお知らせお知らせ

食肉処理できない廃用家畜の化製場（レンダリング施設）への
集荷･運搬の取扱いが厳格化されます。
農場での獣医師による殺処分を行ってから、

死亡家畜として化製場（レンダリング施設）へ集荷･運搬します

北海道根室振興局・北海道釧路総合振興局・北海道ひがし農業共済組合
ねむろ獣医師会・釧路獣医師会・北海レンダリング協同組合

農場

生体家畜

食肉処理できない
廃用家畜 農場での殺処分 死亡家畜として

集荷・運搬

死亡家畜

化
製
場
へ死亡家畜死亡家畜死亡家畜

集荷車両

獣医師
※生体での集荷運搬は行いません。

農場

移行スケジュール 令和２年

現行の体制現行の体制現行の体制 移行期間移行期間移行期間 変更後の体制変更後の体制変更後の体制

４月１日 ６月１日

原則、農場での殺処分後、
死亡家畜として集荷･運搬 死亡家畜のみ集荷･運搬

改正動物愛護管理法の施行

　令和２年６月に「動物の愛護及
び管理に関する法律」の改正法が
施行され、産業動物を含む動物の
不適切な取扱いへの対応が強化さ
れることから、廃用家畜の集荷・
運搬にあたっては、殺処分及び運
搬の方法を考慮する必要がありま
す。
　このため、食肉処理できない廃
用家畜は、獣医師による殺処分後
に、化製場（レンダリング施設）
へ集荷・運搬する取扱いとなりま
すので、家畜飼養者の皆様の御理
解・御協力をお願いいたします。

◎ 食肉処理できない廃用家畜の取扱いに関すること全般
北海道根室振興局産業振興部農務課（0153ｰ23ｰ6879）
北海道釧路総合振興局産業振興部農務課（0154ｰ43ｰ9224）
◎「動物の愛護及び管理に関する法律」に関すること
北海道根室振興局保健環境部環境生活課（0153ｰ23ｰ6823）
北海道釧路総合振興局保健環境部環境生活課（0154ｰ43ｰ9154）
◎ 廃用家畜の集荷・化製事業に関すること
㈲畜産化成（0153-75-6903）
久万田産業㈱（0153-78-2014）
㈲北日本アニマルフーズ（0153-75-6134）
㈲ナカザワ（0154-56-2441）
北海レンダリング協同組合（0153-82-7017）
◎ 殺処分に関すること
北海道ひがし農業共済組合（0153-77-9182）
ねむろ獣医師会（0153-74-0751）
釧路獣医師会（0154-32-7660）

法律の改正に伴う法律の改正に伴う
対応について対応について

お問い合わせ先（TEL☎）
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総　　会

理 事 会監 事 会

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

経 済 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部 金融共済部販　売　部購　買　部 総　務　部

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金
融
共
済
課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

営
農
企
画
係

営
農
振
興
係

基
盤
強
化
対
策
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

組織機構図及び
職員配置図 北村　　篤

中瀬　　満

部長　金野　智樹 部長　熊谷　昌仙

係　
　
　
　

長　

羽
田　

依
世

係　

宮
下
ほ
の
か
・
荒
木　

雪
花（
試
用　

新
採
用
）
・

　
　
　
　
　
　
　

島
崎　

愛
華（
総
務
部
付

JA
中
標
津
へ
出
向
）

係　
　
　
　

長　

小
高　

亜
季　
係　

石
田　

真
紀
・
佐
藤　

り
な

   係　

石
田　

真
紀（
経
理
電
算
係
兼
務
）

係　
　
　
　

長　

玉
置　

博
斗

係　
　
　
　

長　

吉
田　

和
弘（
営
農
相
談
係
長
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

係　

佐
藤
茉
梨
奈
・
仲
谷　

鮎
美
・
喜
来　

幸
音
・
島
崎　

愛
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

長
谷
川
夕
花（
試
用　

新
採
用
）
・
下
地
奈
々
美
（
JA
中
標
津
よ
り
出
向
）

係　
　
　
　

長　

玉
置　

博
斗

係　
　
　
　

長　

吉
田　

和
弘（
営
農
相
談
係
長
兼
務
）

係　

中
野
あ
ず
さ
・
上
田
美
早
紀

係　
　
　
　

長　

吉
田　

和
弘

係　

齋
藤　

有
利
・
菅
野　

菜
緒
・
二
瓶　

菜
摘

係
長
課
長
兼
務　

係　
　
　
　

長　

小
林　

央
知　
係　

山
田　
　

暁

係　
　
　
　

長　

小
林　

央
知　

係　

須
貝　

侑
平

係　
　
　
　

長　

星
野　

洋
平　
係　

筒
井　

悌
紀

係　
　
　
　

長　

深
瀬　
　

望

係
長
課
長
兼
務　

係　

須
藤　
　

功
・
倉
内　

宏
樹
（
臨
時
従
業
員
）
・
冨
居
悠
一
郎
（
臨
時
従
業
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係　

石
川　

将
貴
・
杉
本　

夏
美

係　
　
　
　

長　

森
脇　

拓
也　
係　

田
村　

慎
吾
・
久
本　

晃
大
・
小
川　

岳
志
・
池
澤　

里
奈

係　
　
　
　

長　

中
條　

匡
晃　
係　

林　
　

拓
夢
・
宮
田　

和
真
・
髙
橋　

美
羽

係　
　
　
　

長　

堀
田　

秀
哉

係　

宮
下　
　

遥
・
根
岸　

里
菜

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶
（
店
長
兼
務
）

係　

長
屋   

透
羽

   係
長
主
幹
兼
務　

係　

森
田　

優
美
・
角
田
川
裕
太
・
岩
渕　

瑠
花

部長　蛎崎　康夫部長　大矢根裕辞部長　川目　　剛

課
長　

深
見　
　

亮

課
長　

佐
々
木　

完（
酪
農
課
長
兼
務
）

課
長　

川
目　
　

聡

課
長　

佐
藤　

厚
柱

課
長
部
長
兼
務

課
長　

大
槻　

勝
一

セ
ン
タ
ー
長
部
長
兼
務

課
長　

高
橋　

英
穂

課
長　

佐
々
木　

完

課
長　

萱
岡　
　

智

主
幹　

太
田　
　

孝

室長 松岡　幸樹
男子職員　37名
女子職員　24名
合　計 　61名

※ 太字 は６月１日付異動、昇格、新採用太字
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長
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置
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斗
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長
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知

係

長

堀
田

秀
哉

係
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屋   
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羽

係
長
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幹
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務

係

須
貝

侑
平

課
長
部
長
兼
務

部長　川目　　剛
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試
用

新
採
用
）

島
崎

愛
華（
総
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付
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中
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向
）

長
谷
川
夕
花（
試
用

新
採
用
）

下
地
奈
々
美
（
JA
中
標
津
よ
り
出
向
）
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　新型コロナウイルス蔓延防止に係り、日本政府より４月７日に
首都圏に向け発令された緊急事態宣言は、４月16日には全国を
対象地域に拡大されました。１ヵ月以上もの期間を経て、５月
25日、全ての都道府県が緊急事態措置を実施すべき区域に該当
しないこととなり、緊急事態宣言が解除されました。
　緊急事態宣言が解除はされたものの、目に見えないウイルスと
の戦いはまだまだ継続するわけで、社会としても個人としても警
戒を続けていかなくてはなりません。
　以前までの生活に戻る日はもう少しかかりそうで、耐え忍ぶ生
活を続けていかなくてはなりません。

「忍耐と熟孝で困難に当たれば、その度に成長することができる。」

　これはフランスの博物学者であるジャン・アンリ・ファーブル
の言葉です。
　ファーブルと言えば、皆様も小さい頃に一度は聞いたことがあ
る名前かと思いますが、昆虫の行動研究の先駆者であり、研究成
果をまとめた『昆虫記』で有名かと思います。
　今日の昆虫研究の礎を築き、その世界を発展させた第一人者で
あります。
　あまり知られていませんが、昆虫研究と同時に作曲し、プロヴァ
ンス語文芸復興の詩人としても活躍しておりました。
　昆虫という、小さな世界を研究し続ける、まさに忍耐が必要な
研究をしてきたファーブル氏だからこその言葉と感じます。

　新型コロナウイルスの蔓延により、私たちの生活は変わってし
まったかもしれません。
　しかしながら、反対に得た事もあるかと思います。
　今回の経験で得たことを熟考し、未来に向かって耐え忍んでい
きましょう。
　そして、その困難から抜けた先にはどのような未来が待ってい
るのか…。
　その答えはもちろん…。

今月の義を見てせざるは勇無きなり
今月の

モアン牧場への入牧中の一コマ
カメラを向けるとすぐ反応する販売部長

地域から受け継ぐ“時代”地域から受け継ぐ“時代”
　　　　地域とともに創る“次代”　　　　地域とともに創る“次代”

　令和２年１月27日㈪に本校同窓会・ＰＴＡなどで創立70周年・体育館落成記念事業協賛会
設立総会を実施し、記念誌の作成や記念講演等の計画立案を行いました。
　新年度を迎え、記念誌作成等の計画をさらに具体化させております。ＯＢ・ＯＧの方で活動
にご協力いただける方は、お手数ですが本校まで連絡をくださると助かります。

　なお、新型コロナウイルスの影響による実施の判断は
８月頃を予定しています。また、寄付金などについては
引き続きお願いをしていく予定です。
　本校のホームページにて協賛会のバナーを作成しまし
たので、詳しくはこちらでもご確認いただけます。

本校ＨＰ／ http://www.nakashibetsu.jp/nagri/
連 絡 先／電話：0153-78-2053　ＦＡＸ：0153-78-2465

←70周年ＨＰは　
　こちらのQRコード
　よりご覧頂けます

北海道中標津農業高等学校　創立70周年・体育館落成記念事業の実施について

【今後の計画】
　令和２年11月８日㈰　教育講演会
　令和２年12月12日㈯　記念式典等
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　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を
紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

JAJAグループグループ通信通信
　新型コロナウイルス感染防止のためテレビ会議シ
ステムを活用した中で、５月13日に北海道農協酪農
畜産対策本部委員会と生乳受託販売委員会の合同会

議を開催し、新型コロナウイルス感染拡大に関する対応、及び令和３年度酪農畜産政策・価格対策に向
けた対策等について協議しました。
　新型コロナウイルスによる牛乳・乳製品の需要低下に対しては、乳業者等と連携を図り生乳処理の最
大化を図るとともに、国の緊急対策を活用した消費拡大・需給調整対策を実施することとしました。
　また、今後農林水産省に対し酪農畜産分野の懸念事項を踏まえ必要な対策を継続して要請することと
しました。
　令和３年度に向けた酪農畜産政策・価格対策については、組織討議の
内容を踏まえ、７月上旬に開催する道酪畜対で、概算要求に向けた政策
提案の内容を決定いたします。なお、新型コロナウイルスによる国内経
済への影響が長期化した場合、さらなる牛乳・乳製品の需要低下が懸念
されることから、酪農生産基盤を棄損させないよう国の緊急対策も踏ま
え、万全な需給安定の仕組みの構築を強く要請することを確認しました。

　2008年度から全国の子どもたちに向けて食
農教育等の取組みを実践する「ＪＡバンク食農
教育応援事業」を展開しています。本事業の一
環として、子どもたちが食・環境と農業への理
解を深めるきっかけとなることを願い、小学５
年生を中心とする高学年向けの補助教材「農
業とわたしたちのくら
し」を作製しています。
道内においては、本年
度、約５万部の冊子と
ＤＶＤを全道の小学校
へ贈呈いたしました。

　ミルクランド北海道（事務局・ホクレン）は、
新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化した４
月下旬から５月にかけて、医療スタッフへの感
謝と、子どもたちの健康増進を願う気持ちを込
めて、道内医療機関や札幌市内の保育園、幼稚
園などに200mlパック換算で計16万本相当の
牛乳を無償で提供しました。またホクレンは、
厳しい社会状況の中でも、ひたむきに農作業を
続ける道内生産者の姿を伝えようと、ホクレン
アンバサダーの森崎博之さん
を起用したテレビCM＝写真
＝を制作、道内民放各局で放
映しました。

　ＪＡ共済では「家族みんなで健やかに、安全
に。『おうち時間を充実させよう！』」をテーマ
に、ＪＡ共済のホームページに様々なお役立ち
コンテンツをご用意しております。コンテンツ
は、〇おうちでできる健康増進活動　〇おうち
でじっくり、交通安全を学ぼう　〇おうちの防
犯、コロナ詐欺が増えています　〇健康・介護
ほっとラインをご紹介しております。
　外出自粛中にご自宅で「健康で安心して過ご
していただく」、「子ども
たちが楽しく交通ルール
を学べる」取組みとして
ぜひご活用ください。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康
を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図
ることを目的として、広報誌「すまいる」を発
行しております。年３回発行しており、様々な
医療・健康情報を発信しております。
　ホームページに
もバックナンバー
を掲載しておりま
すので、是非ご一
読ください。

ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連
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「牧草の高刈りについて」

　牧草の高刈りを行うための方法の１つ
は、モアコンディショナに通称「そり」や

「げた」（商品名：ハイスキッドプレート、
ハイカットスキットなど）を装着すること
です（写真１）。作業機によっては装着で
きない場合がありますので、詳細はメー
カーにご確認ください。
　げたは、複数枚装着する必要があります。げたが１枚だけだと、げた部分がタイヤ跡等のくぼみに入っ
てしまい、高刈りしていたつもりが出来ていなかったということにつながります。

　１番草の収穫時期が近づいてきました。今回は牧草の高刈りについて紹介します。高刈りによるメリッ
トは「牧草の再生が早い」、「草地の植生維持」、「サイレージの発酵品質向上」です。それぞれのポイント
について解説します。

２．高刈りを行うための準備

今回は高刈りのメリットと必要な準備を紹介しました。是非、高刈りに取り組んでみてください！

写真１　ハイスキッドプレートを装着したモアコン

❶チモシーの再生への影響
　刈り取り後のチモシーは、球茎に蓄えられた
養分を使って再生します。刈り取り高が５㎝だ
と生長点を傷つけてしまい再生を抑制してしま
います。刈り取り高５㎝と10㎝のチモシーの
再生を比較したところ、刈り取り高が10㎝の
方がチモシーの再生が良いことが分かります

（図１）。

❷草地の植生維持
　刈り取り高が低いと、再生の遅れや枯死によ
る株数が減少します。再生が遅れると生育の早
い雑草との競合に負けてしまいます。また、株
数が減少すると雑草が生えるスペースが出来て
しまい植生の悪化につながります。

❸サイレージの発酵品質
　土やスラリーなど異物の混入は、サイレージ
発酵品質を低下させる要因の１つです。高刈り
は、土やスラリーが混入するリスクを低下させ
ます。

１．高刈りのメリット

【刈り取り高が5㎝】 【刈り取り高が10㎝】

図１　１番草収穫後のチモシーの生長

刈り取り10日後刈り取り10日後
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「草地更新時の除草剤散布はタイミングが命!」

　草地更新（以下更新）の目的は収量の増加や植生改善を行うためですが、その反面、多額の費用と時間
がかかるため、「更新直後から雑草が多い！」など更新の失敗は大きな損失になります。ここでは、除草
剤を上手に活用し、雑草の少ない更新のポイントについてご紹介します。

　特にリードカナリーグラスが優先した草地では、先述したⅠとⅡを組み合わせると効果的です。その場
合、９月下旬以降（２番草収穫から約20～30日後（草丈20～50ｃｍ））に除草剤散布を行います。
　理由は、リードカナリーグラスが越冬のため栄養を地下茎に貯めるのを利用して、植物体全体に除草剤
を行き渡らせるためです。
　翌春には種床造成を行い、残った土中の雑草種子を発芽させます。発芽した雑草に除草剤を散布して枯
死させ、遅くとも10日以内に牧草種子をは種します。デメリットとしては草地を利用できない期間が長
くなるので計画的に更新を行う必要があります。
※薬量等の詳細につきましては、JAまたは普及センターまでご相談ください。

Ⅲ．前植生処理とは種床造成後処理を組み合わせた方法

図１　前植生処理の工程

写真１　�前植生処理による既存植生の状態

写真３　�は種床造成後処理による雑
草発芽後の状態

写真２　シバムギの長い地下茎

　更新する草地の既存植生を枯殺処理（グリホサート系除草剤など）
してから耕起または表層攪拌しては種する方法です（写真１）。
　地下茎型イネ科雑草（シバムギ、リードカナリーグラスなど）は
長い地下茎を持つ（写真２）ため、耕起作業の前に除草剤により十
分に枯死させる必要があります。

　は種床造成後、土中の雑草種子を発芽させ、それらに除草剤を散
布してからは種する方法です（写真３）。イネ科雑草のほかギシギシ、
アカザなどの広葉雑草も対象です。

Ⅰ．前植生処理

Ⅱ．は種床造成後処理（は種前処理、は種同日処理）

①�除草剤散布時の草丈は、シバムギ40cm、リー
ドカナリーグラス60cm程度を目安にする。

②�除草剤散布から耕起までの期間は、最低10
日間空ける（地下茎に除草剤を十分に行き渡
らせるため）（図１）。

①�は種床を作った後、一定期間（40～60日間）
置き、雑草が生え揃うのを待って除草剤を散
布します。

②�除草剤散布後、当日～10日以内には種を行
います。

6 月 ７月 ８月 ９月

地下茎イネ科雑草
（シバムギ、リード
カナリーグラス）

１番草
収穫

除草剤散布
施肥・は種・
鎮圧

耕起・整地
10日間
以上
空ける

ポイント

ポイント
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　5月20日現在 2,200円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 344 290 917,400 277,200 710,543 -54,094
乳牛・ホル初妊ET 57 58 937,200 619,300 810,932 -81,849
乳牛・ホ無　初妊 2 2 661,100 586,300 623,700 -117,720
乳牛・ホ無　初妊ET 0
乳牛・ホル　経産牛 0
その他の乳用種 0
合　　　　計 403 350 937,200 330,000 711,864 -65,742

令和２年度5月末　管内農協生乳受託実績表	 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　5月21日開催分	 税込み

5月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,793 -40
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,202 -104
そ の 他 の 未 経 産 53 -1

計 8,048 -145
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 9,880 -25
そ の 他 の 経 産 牛 58 1

計 9,938 -24
合　　　　　　　計 17,986 44

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 531 -4
黒 毛 和 種　 オ ス 72 -1

計 603 -5
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス

計
合　　　　　　　計 603 -13
総　　　合　　　計 18,589 31

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉素・黒毛　メス 526 495 870,100 170,500 534,722 -165,643
肉素・黒毛　メス　ET 332 295 1,665,400 339,900 603,758 -173,571
肉素・黒毛　メス計 858 790 1,665,400 170,500 734,403 5,853
肉素・黒毛　オス
肉素・黒毛　去勢 758 679 1,025,200 108,900 642,565 -168,760
肉素・黒毛　去勢　ET 479 409 1,008,700 113,300 704,694 -164,041
肉素・黒毛　去勢計 1237 1088 1,025,200 108,900 790,140 -41,864
肉素・短角種　去
肉素・肉専用種 去
繁 殖 ・ 黒 毛 56 54 1,069,200 217,800 608,707 -103,536
繁殖・乳用交雑 16 5 679,800 657,800 665,940 -89,993
廃 用 ・ 黒 毛 106 105 579,700 106,700 275,220 -58,055

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 8,823,265 100.4 8,823,265 100.4 125
Ｊ Ａ 中 標 津 町 11,605,582 108.0 11,605,582 108.0 163
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,436,390 102.4 7,436,390 102.4 131
Ｊ Ａ 中 春 別 10,716,780 104.2 10,716,780 104.2 170

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,701,161 101.8 7,701,161 101.8 123
上 春 別 支 所 5,602,160 102.1 5,602,160 102.1 70
別 海 本 所 12,495,047 104.6 12,495,047 104.6 220
根 室 支 所 4,220,829 109.9 4,220,829 109.9 80
小　　　　計 30,019,197 104.1 30,019,197 104.1 493

合　　　　　計 68,601,214 104.1 68,601,214 104.1 1,082

ホクレン根室家畜市場 一般市場 5月13日開催分	 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）5月14日開催分	 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　育成 20 10 578,600 88,000 313,170 -77,523
乳牛・ホル　初任 13 12 786,500 359,700 629,200 -36,512
乳牛・ホル　経産 11 9 488,400 258,500 342,589 27,229
乳牛・ホル・無経産 1 1 386,100 386,100 386,100 386,100
肉素・黒毛和種・メス -401,220
肉素・黒毛和種・オス -33,156
肉素・黒毛和種・去 2 2 415,800 376,200 396,000 396,000
肉素・乳用交雑・メス 1 1 71500 71500 71500 71,500
肉素・乳用交雑・オス 1 1 167,200 167,200 167,200 167,200
肉素・ホル中犢・メス 1 1 157,300 157,300 157,300 16,540
肉素・ホル中犢・オス 2 2 61,600 57,200 59,400 20,088
肉素・ホル中犢・去 1 0 0 0 0 -109,080
肉素・ホル・メス 14 14 278,300 66,000 222,750 28,890
肉 素・ホル・オス 0
肉素・その他・メス 0
肉素・その他・去 0
初生・黒毛和種・メス 22 16 510,400 70,400 325,875 -128,407
初生・黒毛和種・オス 49 45 586,300 110,000 400,547 -164,181
初生・乳用交雑・メス 148 141 213,400 13,200 123,598 -79,220
初生・乳用交雑・オス 168 162 286,000 77,000 180,549 -126,416
初生・ホル・オス 111 109 185,900 3,300 105,943 626
初生・ホル乳用・メス 35 32 327,800 50,600 213,916 -97,369
初生・異性双児・メス 13 13 93,500 29,700 61,008 11,917
初生・その他・メス 0
初生・その他・オス 1 1 8,800 8,800 8,800 -50,600
廃 用 黒 毛 和 種 -295,380
廃用・乳用交雑 -306,720
廃 用 ・ ホ ル 202 185 344,300 41,800 184,253 -27,793
廃 用 ・ そ の 他 -96,120
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「つぶやくべぇ～」へ投稿する
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６月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャン
スなどを募集しています！営農企画係までメールするか事務所
玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～
◆手入れ日和
　あたたかくなると、庭仕事はかどるわー
　「ポタジェ」作りにも力が入ります。

（ペンネーム　かぼちゃんさん）
◆募集中！
　誰か嫁にこないかな～～

（ペンネーム　ケロケロさん）
◆こいのぼり
　�こいのぼりあがっています。元気な子供がい

るねとわかって嬉しいです。
　こいのぼり見て元気をもらっています。

（ペンネーム　なかよしさん）
◆良い季節
　�こぶし、つつじ、桜と次々咲き、春ですネ。

ようやく良い季節に成りましたが、コロナは
早く落ち着いてほしいですネ！医療従事者の
皆様本当にご苦労様です。心より感謝、感謝。

（ペンネーム　山親父さん）
◆余裕！
　まちがいさがしがけっこうかんたんです。

（ペンネーム　はるきさん）

◦�正解者５名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。なお、正解
者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》�左下の点線の部分を事務所入り口に設置している投書箱
へ。 または、営農企画係までFAX（78-2048）をお願いし
ます。

《締め切り》2020年６月20日まで
　　 　　　�当選者の発表は「けねべつ」2020年７月号誌上

まちがいさがし５月号の答え

1 6 7 9 12
抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農企画係でお受け取り下
さい。

佐藤あゆ奈さん

宍戸　直人さん

蛭田　隼人さん

髙野葉琉妃さん

大槻　峻也さん
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先月のお題『春の訪れ』でした。

花
咲
き
て　

遠
く
離
れ
た　

孫
想
う（ば

あ
ち
さ
ん
の
作
品
）

満
開
の　

花
も
喜
ぶ　

笑
顔
な
り（

な
か
よ
し
さ
ん
の
作
品
）

桜は
な

花べ

爛
漫　

北
の
牧
場
に　

春
が
来
た

（
ナ
ナ
カ
マ
ド
さ
ん
の
作
品
）

鶯
の　

こ
ゑ
真
似
て
み
る　

山
歩
き

（
小
田　

慶
喜
さ
ん
の
作
品
）

思
ひ
出
を　

辿
る
小
径
や　

余
花
の
里

（
小
田　

和
子
さ
ん
の
作
品
）

　
■ 
例
　
文 

■

我
忘
れ　

青
草
ス
テ
ー
ジ　

よ
う
踊
り

（
ス
ト
レ
イ
・
キ
ャ
ッ
ト
さ
ん
の
作
品
）

今月のお題『青草のかほり』です。
これから来る夏を感じるような素敵な作品をお待ちしております。
（６月20日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで。

また、お題の写真も募集しております。
素敵な写真がありましたら、是非ご提供してください。


